
　
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
任
期
は
４
年
で
三

選
禁
止
。
韓
国
大
統
領
の
任
期
は
５
年
で

再
選
不
可
。
そ
の
お
隣
、
北
の
独
裁
者
は

亡
く
な
ら
れ
る
ま
で
か
な
。
我
が
国
の
首

長
は
任
期
４
年
再
選
制
限
な
し
で
す
。�

  

細
川
護
熙
元
首
相
が
熊
本
県
知
事
時
代
に

書
か
れ
た
著
作
の
タ
イ
ト
ル
「
権
腐
十
年
」

は
、
権
力
の
座
に
十
年
居
続
け
れ
ば
必
ず

腐
る
、
と
い
う
朝
鮮
の
格
言
だ
そ
う
で
す
。

特
定
の
人
間
が
長
期
に
わ
た
っ
て
権
力
を

握
っ
て
い
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
良
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　
公
の
権
限
に
は
、
市
民
・
国
民�

か
ら
税
金
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
を�

再
配
分
す
る
と
い
う
大
き
な
役
割�

が
あ
り
ま
す
。�

　
し
か
し
決
し
て
、
政
治
を
私
す
る
よ

う
な
事
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。�

　
為
政
者
の
お
ご
り
、
ゆ
る
み
、
腐
敗

に
一
層
目
を
光
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
の
は
、
私
だ
け
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。�

　
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

年
が
明
け
て
、
こ
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
実
は

私
は
社
長
業
を2

3

年
や
っ
て
い
ま
す
。
悪
い
と
き
も
良

い
と
き
も
、
私
企
業
で
す
か
ら
自
己
責
任
で
す
。
過
去

に
は
腐
っ
て
い
た
時
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
で
は

逆
に
継
続
は
力
な
り
で
、
経
営
環
境
の
厳
し
い
中
を
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
乗
り
切
っ
て
き
た
の

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
政
治
の
世
界
は
違
い
ま
す
。
市
民
国
民
か
ら

税
金
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
を
再
配
分
す
る
。
公
の
果
た

す
役
割
と
、
そ
の
権
限
に
は
大
き
な
物
が
あ
り
ま
す
。

政
治
を
私
す
る
よ
う
な
事
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、

ご
た
ご
た
は
許
さ
れ
な
い
。
為
政
者
の
お
ご
り
、
ゆ
る

見
市
の
力
量
を
考
え
な
が
ら
、
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
の
確
か
な
道
筋
を
付
け
て
お
か

な
け
れ
ば
…
」
と
い
う
浦
野
市
長
の
方
針

だ
け
で
は
…
不
足
だ
と
考
え
ま
す
。�

 
 

私
は
『
当
市
に
足
ら
な
い
の
は
戦
略
目

標
』
だ
と
思
い
ま
す
。�

　
大
局
的
見
地
か
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
具
体

的
な
行
動
を
進
め
る
プ
ラ
ン
づ
く
り
、
す

な
わ
ち
『
本
物
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
』
で
す
。

　
明
日
の
富
士
見
市
の
た
め
に
、
大
い
に

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
議
論
を
し
た
い
も
の
で

す
。
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最近、「悪玉」 「善玉」コレステロールという言葉をテレビ�

などでもよく聞きます。

本来コレステロールは体に必要なもので、主に肝臓で作�

られ、ＬＤＬコレステロールという形で体のすみずみに�

運ばれます。ところがＬＤＬコレステロールが増えすぎ�

ると、血管の壁にたまり、心筋梗塞や脳梗塞を引き起こ�

します。そのためＬＤＬコレステロールは 「悪玉」 と呼�

ばれ、反対に余分なコレステロールを回収するＨＤＬコ�

レステロールは「善玉」と呼ばれます。�

まず自分の悪玉はどのくらいなのか知りましょう。

４つの習慣�

（１）喫煙しない�

（２）飲酒はワインなら１週間にグラス１４杯まで�

（３）１日に最低こぶし５つ分程度の野菜・果物をとる�

（４）１日３０分ほどの軽い運動をする。�

これら４つの習慣がある人は、そうした習慣のない人より�

も１４年長く生きられるとの結果が英の２万人調査で判明�

しました。どれも健康に良いとされる生活習慣ですが、�

具体的な利益をはじき出した点で意義がある研究です。�

ちょっとした良い習慣の組み合わせが、長生きにつながる�

とのことで、皆さんも是非実践してみてください。

４つの習慣（１）喫煙しない（２）飲酒はワインなら�

１週間にグラス１４杯まで（３）１日に最低こぶし５つ�

分程度の野菜・果物をとる（４）１日３０分ほどの軽い�

運動をする。以上の４つの習慣がある人は、そうした�

習慣のない人よりも１４年長く生きられるとの結果が�

英の２万人調査で判明しました。どれも健康に良いと�

される生活習慣ですが、具体的な利益をはじき出した�

点で意義がある研究です。ちょっとした良い習慣の組�

み合わせが、長生きにつながるとのことで、皆さんも�

是非実践してみてください。

平成20年2月29日

編集者のつぶやき

富士見市の財政分析 やさしい会計学　第４回　「職員経費は多いか少ないか」

権
腐
十
年

つるせよさこい祭り実行委員会役員 （右） と。

消防議会視察　深谷消防本部にて

　この「夢をかたちに…！」が皆様のお手元に届く頃には、�

「師走」に入り、ひとりひとり「走り」始めておられると�

 思います。こういう時は「ゆっくり走って」・「ぐっすり�

 眠って」いただけると良いと思っております。�

 寒くなりました。風邪をひかれないように、ご自愛下さい�

 ませ。

そ
う
か
つ
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せ
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さ
ん 

へ
ん
せ
い

富士見市の財政分析 やさしい会計学　第３回　「収入が多いか少ないか」

　今回は富士見市の財政状況をご説明します。これを表

す指標には財政力指数と経常比率があります。

　財政力指数とは、地方公共団体の財政力を示す指数で、

基準財政収入額(※１)を基準財政需要額(※２)で除して得

た数値の過去３年間の平均値です。この収入額と需要額

は下に注を入れましたが非常に難解です。従って自治体

による収入と支出の規模を表す数値と読み替えてください。

計算式も要は収入÷費用ですが、この指標が１以下にな

ることは赤字を意味します。

しかもこの指標の全国平均は0.52、つまり費用の半分の

自力収入しかないのが現状です。税の分配の問題はあり

ますが、地方自治体の財政がいかに不健全かを証明して

いると思います。

当然ながらこの指数は高いほど健全であり１を超えると

地方交付税交付金が支給されません。現在これに該当す

るのが東京都と愛知県であり、本社が集中する東京と世

界のトヨタがある愛知県。

　まず下の左のグラフは、人口一人当たりの人件費・物

品費（棒グラフ）とラスパイレス指数（折れ線グラフ）です。

　ラスパイレス指数とは一般的に、各地方公共団体の平

均給与額を、職員の学歴別・経験年数別構成などが国と

同一であると仮定して算出し、その数値を国の平均給与

額を100として算出した指数です。難しい表現ですが、

要は特定の国家公務員が同一学歴・経験年数で地方公務

員として給与をどれだけもらえるか比較していると理解

してください。�

　人件費・物品費については富士見市は90,309円と全国

平均121,478円、埼玉県平均101,807円より低く抑えら

れています。一方ラスパイレス指数は全国平均97.4%、

埼玉県平均93.5%より高い100%となっています。

　下右のグラフは人口100人当たりの職員数ですが、富

士見市は5.8人と全国平均8人よりかなり少なく、埼玉県

平均6.59人も下回ってます。

　この事実から富士見市は職員の給与水準は国家公務員

と同等だが職員数を減らすことにより、人件費費用を低

く抑えているといえます。これは一見良いことのように

見えますが、一つ問題があります。バブル以降のデフレ

経済 (*注1) では緊縮財政は一定の効果を上げました。

　ところが足元では原油を始めとする消費者物価の値上

がりというスタグフレーション現象 (注2) が起きており、

われわれの家計を圧迫しています。

1月国会で大田大臣が「日本経済はもはや一流ではない」

といったのは、経済成長力の鈍化に起因しています。イ

ンプット抑制に限界が出て、アウトプット（経済効果）

をいかに出すかが今後の課題という訳です。その意味で

は今後の行政課題もアウトプットが重要ということでしょ

うか。

次回は最終回としますが、今までのまとめと今後の富士

見市財政がどうあるべきか考察を行う予定です。

法人税収入の多寡が影響してそうです。さて富士見市は

この指数が0.72と全国平均0.52よりは高いものの埼玉県

平均0.78より低い水準となっています。近隣都市からも

低い水準で三芳、所沢はこの指数が１を超えており財政

力が極めて安定していると言えます。

次に経常比率を見てみましょう。経常比率とは財政構造

の弾力性を判断するための指標で、人件費等毎年度経常

的に支出される経費（経常的経費）が地方税等毎年度経

常的な収入に占める割合を言います。

この比率が高ければ収入があっても右から左に必要経費

に消えていくことになります。富士見市はこの割合が

92.4%と高く全国平均90.2%、埼玉県平均87.1%をいずれ

も上回っています。

富士見市の財政力は全国平均よりは高いが埼玉県の中で

は低く、経常的経費の比率も高く財政構造は硬直的とい

うのが今回の結論です。次回は費用の内容について見て

みます。
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暗中模索の中はじまった編集作業でしたが、「ニュースレ�

ター」が リニューアルされて早１年が過ぎました。皆様�

にわかり易い紙面づくりに心がけてまいりましたが、いか�

がでしょうか？今年は何かと騒がしい年となりそうですが、�

惑わされることなく編集者一同頑張ってまいりますので、�

応援お願いします。ご意見・ご要望をお待ちしております。

まず下の左のグラフは、人口一人当たりの人件費・物品費（棒グラフ）とラスパイレス指数（折れ線グラフ）です。

"ラスパイレス指数とは一般的に、各地方公共団体の平均給与額を、職員の学歴別・経験年数別構成などが国と同一であると仮定して算出し、"

その数値を国の平均給与額を100として算出した指数です。難しい表現ですが、要は特定の国家公務員が同一学歴・経験年数で

地方公務員として給与をどれだけもらえるか比較していると理解してください。

人件費・物品費については富士見市は90,309円と全国平均121,478円、埼玉県平均101,807円より低く抑えられています。

一方ラスパイレス指数は全国平均97.4%、埼玉県平均93.5%より高い100%となっています。

下右のｸ゙ﾗﾌは人口100人当たりの職員数ですが、富士見市は5.8人と全国平均8人よりかなり少なく、埼玉県平均6.59人も下回ってます。

この事実から富士見市は職員の給与水準は国家公務員と同等だが職員数を減らすことにより、人件費費用を低く抑えているといえます。

これは一見良いことのように見えますが、一つ問題があります。バブル以降のデフレ経済(*注1)では緊縮財政は一定の効果を上げました。

ところが足元では原油を始めとする消費者物価の値上がりというスタグフレーション現象(注2)が起きており、われわれの家計を圧迫しています。

1月国会で大田大臣が「日本経済はもはや一流ではない」といったのは、経済成長力の鈍化に起因しています。インプット抑制に限界が出て、

アウトプット（経済効果）をいかに出すかが今後の課題という訳です。その意味では今後の行政課題もアウトプットが重要ということでしょうか。

次回は最終回としますが、今までのまとめと今後の富士見市財政がどうあるべきか考察を行う予定です。

注1）物価が継続的に下がり、貨幣価値が上がっていく状態

注2）インフレ（物価水準の上昇）と景気後退が同時に発生した場合のことをいいます。

注1）物価が継続的に下がり、貨幣価値が上がっていく状態

注2）インフレ（物価水準の上昇）と景気後退が同時に発生した場合のことをいいます。
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by 日鼻 靖

今 ここからだ 日記
くさ はな

※１ 基準財政収入額＝標準的な市税収入見込額の７５％相当額と譲与税など税外収入の７５％相当額（一部１００％）

※２ 基準財政需要額＝合理的かつ妥当な水準で行政を運営した場合にかかる経費を一定の方法で算定した額

注1）物価が継続的に下がり、貨幣価値が上がっていく状態

注2）インフレ（物価水準の上昇）と景気後退が同時に発生した場合のことをいいます。
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今
回
か
ら
、
富
士
見
市
を
取
り
巻
く
外
的
要
因

（
機
会
と
脅
威
）
を
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情

報
に
分
け
て
整
理
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
何
を
「
機
会
」
と
と
ら
え
る
べ
き
か

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
「
ヒ
ト
」
の
面
で
言
え
ば
、

わ
が
国
の
高
齢
者
の
増
は
、
高
齢
者
の
社
会
参
加

を
さ
か
ん
に
し
ま
し
た
。
特
に
こ
れ
か
ら
は
「
団

塊
の
世
代
」
が
大
量
退
職
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

起
業
な
ど
、
新
し
い
形
で
社
会
参
加
を
す
る
人
が

増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。
こ
う
考
え
る
と
、
高
齢

者
の
増
は
地
域
社
会
に
新
た
な
活
力
を
生
む
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
次
に
「
モ
ノ
」
で
す
が
、
都
市
住
民
の
田
園
志

向
は
、
近
郊
の
自
然
を
求
め
て
い
ま
す
。
食
の
安

全
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
は
、
信
頼
で
き
る
土

地
で
作
ら
れ
た
安
全
で
新
鮮
な
農
作
物
を
求
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
都
心
を
中
心
に
、
駅
前
の
再
開

発
な
ど
、
新
た
な
街
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

東
京
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
至
便
な
わ
り
に
駅
前
に
は

ま
だ
ま
だ
土
地
が
あ
り
、
畑
地
も
た
く
さ
ん
残
さ

れ
て
い
る
わ
が
市
は
、
こ
れ
ら
を
機
会
と
と
ら
え

て
い
い
と
思
い
ま
す
。�

　
「
情
報
」
と
し
て
は
、
国
家
的
に
地
方
分
権
が

　
情
報
と
し
て
は
、
国
家
的
に
地
方
分
権
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
在
は
地
方
交

付
税
な
ど
、
地
方
が
切
り
離
さ
れ
て
い
く
印
象
を

受
け
ま
す
が
、
わ
た
し
た
ち
の
地
域
の
こ
と
は
わ

た
し
た
ち
で
考
え
、
実
行
し
て
い
け
る
よ
う
に
な

る
の
だ
と
、
前
向
き
に
と
ら
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
通

信
網
の
発
達
は
、
情
報
発
信
を
容
易
に
し
ま
し
た
。

知
名
度
の
低
い
わ
が
市
を
有
名
に
す
る
絶
好
の
機

会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
困
り
ま
し
た
。
カ
ネ
に
つ
い
て
の
「
機
会
」

が
あ
り
ま
せ
ん
。

進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
在
は
地

方
交
付
税
な
ど
、
地
方
が
切
り
離
さ
れ
て
い
く
印

象
を
受
け
ま
す
が
、
わ
た
し
た
ち
の
地
域
の
こ
と

は
わ
た
し
た
ち
で
考
え
、
実
行
し
て
い
け
る
よ
う

に
な
る
の
だ
と
、
前
向
き
に
と
ら
え
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と

す
る
通
信
網
の
発
達
は
、
情
報
発
信
を
容
易
に
し

ま
し
た
。
知
名
度
の
低
い
わ
が
市
を
有
名
に
す
る

絶
好
の
機
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
困
り
ま
し
た
。
「
カ
ネ
」
に
つ
い
て
の

「
機
会
」
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
富
士
見
市
を
語
る
④

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

平
成
19
年
・
12
月
定
例
議
会
報
告

苦
言

甘
言

　
い
つ
も
陰
な
が
ら
星
野
議
員
さ
ん
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

 

つ
い
先
日
も
市
役
所
で
見
か
け
ま
し
た
。

職
員
の
方
に
熱
心
に
質
問
し
て
い
て
精
力
的

に
活
動
し
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
ま
た
好
感
度
ア
ッ
プ
で
す
。

� 

し
か
～
し
、
せ
っ
か
く
ダ
ン
デ
ィ
ー
な
星

野
み
つ
ひ
ろ
議
員
さ
ん
な
の
に
、
何
で
白
髪

染
め
を
し
な
い
ん
だ
ろ
う
？

　
友
達
が
選
挙
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
、�

「
ご
ま
塩
み
っ
ち
ゃ
ん
」�

っ
て
言
っ
て
ま
し
た
。�

　
み
っ
ち
ゃ
ん
は
中
身
が
良
い
の
だ
か
ら
、

外
側
を
飾
っ
て
も
う
少
し
オ
シ
ャ
レ
を
し
て�

「
ダ
ン
デ
ィ
ー
み
っ
ち
ゃ
ん
」�

に
な
っ
て
下
さ
い
。

　
い
つ
で
も
応
援
し
て
い
ま
す
。�

　
奥
様
も
少
し
手
伝
っ
て
ね
。 

　
星
野
さ
ん
は
、
私
の
小
学
校
時
代
の
大
先

輩
…�

　
私
の
子
供
達
も
同
じ
小
学
校
へ
通
う
よ
う

に
な
り
、
学
校
行
事
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
姿
を
見
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
母
校
の
事

を
は
じ
め
、
地
域
・
学
校
・
子
供
達
の
事
を

何
よ
り
大
切
に
考
え
て
下
さ
っ
て
い
る
の
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　
私
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
き
っ
か
け
に
、
何
度

か
資
源
回
収
で
汗
を
流
し
な
が
ら
空
き
缶
や

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
運
ん
で
い
る
姿
な
ど
を
見
て
、

元
気
で
明
る
い
方
と
い
う
印
象
で
し
た
。
そ

し
て
実
際
に
お
話
し
て
み
る
と
本
当
に
ざ
っ

く
ば
ら
ん
で
気
さ
く
な
思
っ
た
通
り
の
方
で

し
た
。

　
内
緒
で
す
が
…
、
星
野
さ
ん
は
お
話
も
上

手
で
す
が
、
歌
声
も
ま
た
素
晴
し
い
で
す
よ
。

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
の
た
め
に
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

・

み
つ
ひ
ろ
に

＝ 

く
げ
ん
・
か
ん
げ
ん 

＝

「
ご
ま
塩
み
っ
ち
ゃ
ん
」
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住所/TEL

　
９
月
定
例
議
会
は
平
成
18
年
度
富
士
見
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
や
特
別
会
計
な
ど
の
決
算
が

中
心
の
議
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
山
室
・
勝

瀬
地
区
商
業
施
設
に
か
か
わ
る
陳
情
で
「
市
役
所

前
巨
大
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
開
発
は
、
市

民
へ
の
情
報
公
開
と
市
民
合
意
な
し
に
、
許
可
し

な
い
よ
う
求
め
る
陳
情
」
の
審
査
が
行
わ
れ
、
賛

成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
（
審
査
の
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。
）�

○
議
第
61
号
　
平
成
18
年
度
富
士
見
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て�

＊
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は2

5
0

億8
,7
8
4

万

7
,7
5
6

円
で
、
歳
出
総
額
は2

3
9

億1
,1
3
0

万

2
,3
6
9

円
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
歳
出
差
引
額
は

11
億7

,6
5
4

万5
,3
8
7

円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰
越

す
べ
き
財
源
を
引
い
た
実
質
収
支
額
は
10
億

6
,7
8
1

万5
,3
8
7

円
で
、
賛
成
多
数
で
認
定
。

歳
入
は
自
主
財
源
で
は
市
税
及
び
財
産
収
入
が
増

額
の
反
面
、
使
用
料
・
手
数
料
は
減
額
。
依
存
財

源
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
前
年
に
比
べ
て
６
億
１

千
万
円
程
の
減
額
、
国
庫
支
出
金
、
市
債
の
減
額

が
歳
入
額
を
下
げ
て
い
る
要
因
で
す
。

　
（
下
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
）�

　
ど
の
指
数
も
前
年
よ
り
改
善
し
て
い
る
こ
と
を

 

12
月
定
例
議
会
に
は
平
成
19
年
度
富
士
見
市
一

般
会
計
補
正
予
算
や
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
な
ど
17
件
を
審
議
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
富
士
見
市
山
室
・
勝
瀬
地
区
商
業
施
設
（
ら

ら
ぽ
ー
と
富
士
見
）
実
現
を
求
め
る
請
願
が

1
2
,
0
0
0
名
の
署
名
と
共
に
提
出
さ
れ
、
賛

成
多
数
で
採
択
し
ま
し
た
。�

�
○
議
第
77
号
　
平
成
19
年
度
富
士
見
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

＊
予
算
歳
入
に
１
億
5
,
1
3
4
万
3
,
0
0
0

円
を
追
加
、
総
額
で
2
4
6
億
2
,
6
7
2
万

6
,
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
、

当
市
に
対
し
て
１
億
円
寄
付
の
申
出
が
あ
り
、
寄

付
者
の
意
志
に
沿
っ
て
、
「
富
士
見
市
緑
地
保
全
基

金
」
へ
積
み
立
て
る
事
と
し
ま
し
た
。
貴
重
な
志

を
当
市
の
緑
化
推
進
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

次
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
貸
し
付
け
る
た
め

に
2
,
0
0
0
万
円
の
費
用
が
あ
り
ま
す
。
社
会

福
祉
協
議
会
の
運
転
資
金
に
不
足
が
生
じ
た
と
い

う
理
由
で
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
管
理
の

見
直
し
、
事
業
内
容
の
精
査
を
行
い
、
撤
退
す
べ

き
事
業
な
ど
を
議
論
す
べ
き
で
、
改
革
の
必
要
性

が
あ
り
で
す
。

 

最
後
に
、
び
ん
沼
自
然
公
園
の
ト
イ
レ
の
改
築

工
事
に
3
3
7
万
円
を
手
当
し
ま
す
。
昨
年
10
月

に
公
園
内
ト
イ
レ
放
火
事
件
が
発
生
し
た
た
め
で

す
。�

○
議
第
71
号
　
富
士
見
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

＊
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
伴
う
条
例
の
改
正

で
す
。
若
年
層
の
給
料
表
の
改
訂
、
扶
養
手
当
、

期
末
勤
勉
手
当
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

 

人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与
改
定
は
、
職
員
の
士

気
や
人
材
の
確
保
な
ど
、
行
政
運
営
の
安
定
に
寄

与
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
当
市
の
職
員
定
数
は

計
画
を
上
回
る
早
さ
で
、
純
減
目
標
を
達
成
し
て

い
ま
す
が
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
（
※
）
は
依
然
近

隣
市
町
と
比
較
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
努
力
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
市
民
全

体
の
奉
仕
者
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
自
覚
し
、

○
議
第
80
・
81
・
82
・
83
号
　
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
針
谷
コ
ミ
セ
ン
・
市

民
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

自
転
車
駐
車
場
）�

＊
今
回
新
た
に
「
針
谷
コ
ミ
セ
ン
」
、
「
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
」
に
初
め
て
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
ま
し
た
。

　
選
定
に
あ
た
っ
て
は
一
般
公
募
を
原
則
と
し
て

お
り
、
参
入
機
会
を
広
く
開
放
し
競
争
性
を
高
め

る
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
制
度

の
導
入
に
よ
っ
て
行
政
の
監
視
が
遠
く
な
り
、
安

全
面
で
の
管
理
が
疎
か
に
な
る
の
で
は
と
危
惧
さ

れ
て
い
ま
す
。
近
隣
市
の
プ
ー
ル
事
故
を
教
訓
に
、

施
設
機
能
や
利
用
者
の
特
性
を
反
映
し
た
安
全
・

安
心
確
保
に
係
わ
る
基
準
を
設
け
、
評
価
制
度
を

確
立
さ
せ
る
べ
き
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経

費
削
減
だ
け
で
な
く
、
安
全
性
の
確
保
に
向
け
た

態
勢
の
点
検
や
、
現
地
立
入
り
調
査
、
利
用
者
の

満
足
度
調
査
等
を
含
め
て
、
数
次
に
わ
た
る
評
価

を
行
い
、
外
部
委
員
を
入
れ
た
審
査
会
の
設
置
や

そ
の
結
果
を
報
告
、
公
表
す
る
と
い
っ
た
、
チ
ェ
ッ

ク
体
制
の
確
立
、
評
価
制
度
導
入
を
図
る
よ
う
強

く
要
望
し
ま
し
た
。

使
命
感
を
持
っ
て
、
職
務
に
精
励
す
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

 

12
月
定
例
議
会
に
は
平
成
19
年
度
富
士
見
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
、
公
の
施
設
四
箇

所
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
な
ど
17
件
審

議
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
富
士
見
市
山
室
・
勝
瀬

地
区
商
業
施
設
（
ら
ら
ぽ
ー
と
富
士
見
）
実
現
を

求
め
る
請
願
が
1
万
2
,
0
0
0
名
の
署
名
と
共

に
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
採
択
し
ま
し
た
。

○
議
第
77
号
　
平
成
19
年
度
富
士
見
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

＊

予

算

歳

入

に

１

億

5

,

1

3

4

3

万

3
,
0
0
0
円
を
追
加
、
総
額
で
2
4
6
億

2
,
6
7
2
万
6
,
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
内
容
の
一
つ
と
し
て
、
当
市
に
対
し
て
１
億

円
寄
付
の
申
出
が
あ
り
、
寄
付
者
の
意
志
に
沿
っ

て
、
「
富
士
見
市
緑
地
保
全
基
金
」
へ
積
み
立
て

る
事
と
し
ま
し
た
。
貴
重
な
志
を
当
市
の
緑
化
推

進
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
貸
し
付
け
る
た
め
に

2
,
0
0
0
万
円
の
費
用
が
あ
り
ま
す
。
社
会
福

祉
協
議
会
の
運
転
資
金
に
不
足
が
生
じ
た
と
い
う

理
由
で
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
管
理
の
見

直
し
、
事
業
内
容
の
精
査
を
行
い
、
撤
退
す
べ
き

事
業
な
ど
を
議
論
す
べ
き
で
、
改
革
の
必
要
性
が

あ
り
で
す

 

最
後
に
、
び
ん
沼
自
然
公
園
の
ト
イ
レ
の
改
築

工
事
に
3
3
7
万
円
の
費
用
を
手
当
し
ま
す
。
昨

年
10
月
に
公
園
内
ト
イ
レ
放
火
、
全
焼
し
た
た
め

で
す
。
以
上
、
賛
成
多
数
で
可
決
と
し
ま
し
た
。

○
議
第
71
号
　
富
士
見
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

＊
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
伴
い
、
給
与
に
関

す
る
条
例
の
改
正
で
す
。
若
年
層
の
給
料
表
の
改

訂

、

扶

養

手

当

を

6

,

0

0

0

円

か

ら

6
,
5
0
0
円
に
、
期
末
勤
勉
手
を
4
.
4
5
ヶ

月
か
ら
4
.
5
ヶ
月
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与
改
定
は
、
職
員
の
士

気
や
、
人
材
の
確
保
な
ど
、
行
政
運
営
の
安
定
に

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
当
市
の
職
員
定
数

は
計
画
を
上
回
る
早
さ
で
、
純
減
目
標
を
達
成
し

て
い
ま
す
が
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
依
然
近
隣

市
町
と
比
較
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
努
力
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
市
民
全

体
の
奉
仕
者
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
自
覚
し
、
使

命
感
を
持
っ
て
、
職
務
に
精
励
す
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

○
議
第
80
・
81
・
82
・
83
号
　
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
針
谷
コ
ミ
セ
ン
・
市

民
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

自
転
車
駐
車
場
）

＊
今
回
新
た
に
「
針
谷
コ
ミ
セ
ン
」
、
「
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
」
に
初
め
て
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
ま
し
た
。
「
市
民
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
」
、

「
自
転
車
駐
車
場
」
は
期
間
満
了
に
伴
い
再
指
定

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
平
成
18
年
に
民
間
活
力
導
入
行
動
計
画
を
策
定

し
て
お
り
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
新

し
い
公
共
の
担
い
手
と
し
て
、
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
に
指
定
を
受
け
る
こ
と
を
可
能
に
し

た
制
度
で
す
。
選
定
に
あ
た
っ
て
は
一
般
公
募
を

原
則
と
し
て
お
り
、
参
入
機
会
を
広
く
開
放
し
競

争
性
を
高
め
る
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
今
後
は
、
近
隣
市
の
プ
ー
ル
事
故
を
教
訓
に
、

制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
行
政
の
監
視
が
遠
く
な
り
、

安
全
面
で
の
配
慮
が
民
間
企
業
で
は
疎
か
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
も
あ
り
ま
す
。
市
は
施
設

ご
と
に
施
設
機
能
や
利
用
者
の
特
性
を
反
映
し
た

安
全
・
安
心
確
保
に
係
わ
る
基
準
を
設
け
評
価
制

度
を
確
立
さ
せ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
経
費
削
減
だ
け
で
な
く
、
安
全
性
の

確
保
に
向
け
た
態
勢
の
点
検
や
、
現
地
立
入
り
調

査
、
利
用
者
の
満
足
度
調
査
等
を
含
め
て
、
数
次

に
わ
た
る
評
価
を
行
い
、
外
部
委
員
を
入
れ
た
審

査
会
を
設
置
し
、
そ
の
結
果
を
報
告
、
公
表
す
る

と
い
っ
た
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
及
び
評
価
内
容
の
充

実
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
致
し
ま
し
た
。

　
12
月
定
例
議
会
に
は
平
成
19
年
度
富
士
見
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
、
公
の
施
設
四
箇

所
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、
富
士
見
市

一
般
職
の
職
員
の
給
与
を
改
正
す
る
議
案
な
ど
17

件
審
議
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
富
士
見
市
山
室
・

勝
瀬
地
区
商
業
施
設
（
ら
ら
ぽ
ー
と
富
士
見
）
実

現
を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
採

択
し
ま
し
た
。

○
議
第
77
号
　
平
成
19
年
度
富
士
見
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

＊
予
算
歳
入
に
１
億5

,1
3
4
3

万3
,0
0
0

円
を
追
加
、

総
額
で2

4
6

億2
,6
7
2

万6
,0
0
0

円
と
す
る
も
の
で

す
。
賛
成
多
数
で
可
決
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
の
一
つ
と
し
て
、
当
市
に
対
し
て
１

億
円
寄
付
の
申
し
出
が
あ
り
、
寄
付
者
の
意
志
に

沿
っ
て
、
こ
れ
を
「
富
士
見
市
緑
地
保
全
基
金
」

へ
積
み
立
て
る
事
と
し
ま
し
た
。
貴
重
な
志
を
当

市
の
緑
化
推
進
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
貸
し
付
け
る
た
め

に2
,0
0
0

万
円
の
費
用
が
あ
り
ま
す
。
社
会
福
祉

協
議
会
の
運
転
資
金
に
不
足
が
生
じ
た
と
い
う
理

由
で
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
管
理
の
見
直

し
、
事
業
内
容
の
精
査
を
行
い
、
撤
退
す
べ
き
事

業
な
ど
を
議
論
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
改
革
の

必
要
性
あ
り
で
す
。

最
後
に
、
び
ん
沼
自
然
公
園
の
ト
イ
レ
の
改
築
工

事
に3

3
7

万
円
の
費
用
を
手
当
し
ま
す
。
昨
年
10

月
に
公
園
内
ト
イ
レ
放
火
、
全
焼
し
た
た
め
で
す
。

○
議
第
71
号
　
富
士
見
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

＊
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
伴
い
、
給
与
に
関

す
る
条
例
の
改
正
で
す
。
若
年
層
の
給
料
表
の
改

訂
、
扶
養
手
当
を6

,0
0
0

円
か
ら6

,5
0
0

円
に
、
期

末
勤
勉
手
を4

.4
5

ヶ
月
か
ら4

.5

ヶ
月
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。

　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与
改
定
は
、
こ
れ
か
ら

の
職
員
の
士
気
や
、
人
材
の
確
保
な
ど
、
行
政
運

営
の
安
定
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

当
市
の
職
員
定
数
は
計
画
を
上
回
る
早
さ
で
、
純

減
目
標
を
達
成
し
て
い
ま
す
が
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
は
依
然
近
隣
市
町
と
比
較
し
て
高
い
水
準
に

あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
是
正
へ
の
努
力
が
必

要
で
す
。
そ
し
て
、
市
民
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
自
覚
し
、
使
命
感
を
持
っ
て
自
ら

の
職
務
に
精
励
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。�

○
議
第
80
・
81
・
82
・
83
号
　
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
針
谷
コ
ミ
セ
ン
・
市

民
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

自
転
車
駐
車
場
）

＊
今
回
新
た
に
「
針
谷
コ
ミ
セ
ン
」
、
「
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
」
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま

し
た
。
「
市
民
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
」
、
「
自
転

車
駐
車
場
」
は
期
間
満
了
に
伴
う
再
指
定
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

　
富
士
見
市
は
平
成
18
年
に
民
間
活
力
導
入
行
動

計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い
た

指
定
で
、
新
し
い
公
共
の
担
い
手
と
し
て
、
民
間

企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
に
指
定
を
受
け
る
こ
と

を
可
能
に
し
た
制
度
で
す
。
選
定
に
あ
た
っ
て
は

一
般
公
募
を
原
則
と
し
て
お
り
、
参
入
機
会
を
広

く
開
放
し
競
争
性
を
高
め
る
努
力
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
今
後
は
、
近
隣
市
の
プ
ー
ル
事

故
を
教
訓
に
、
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
行
政
の
監

視
が
遠
く
な
り
、
安
全
面
で
の
配
慮
が
民
間
企
業

で
は
疎
か
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
も
あ
り
、

市
は
施
設
ご
と
に
施
設
機
能
や
利
用
者
の
特
性
を

反
映
し
た
安
全
・
安
心
確
保
に
係
わ
る
基
準
を
設

け
、
評
価
制
度
を
確
立
さ
せ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
削
減
だ
け
で
な
く
、

安
全
性
の
確
保
に
向
け
た
態
勢
の
点
検
や
、
現
地

立
ち
入
り
調
査
、
利
用
者
の
満
足
度
調
査
等
を
含

め
て
、
数
次
に
わ
た
る
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、

外
部
委
員
を
入
れ
た
審
査
会
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
報
告
、
公
表
す
る
と
い
っ
た
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制

お
よ
び
評
価
内
容
の
充
実
を
図
る
よ
う
要
望
致
し

ま
し
た
。

示
し
て
い
ま
す
が
、
行
財
政
改
革
の
道
半
ば
で
あ

り
、
本
質
的
な
解
決
で
は
な
い
の
で
、
財
務
体
質

は
脆
弱
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
の
数
年
間

の
予
算
編
成
方
針
と
し
て
枠
配
分
制
・
前
年
比
10

％
カ
ッ
ト
で
臨
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
各

事
業
費
は
毎
年
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

予
算
執
行
率
で9

4
.1

％
、
不
要
額
は
12
億4

,4
0
2

万
円
で
昨
年
と
比
較
し
て
５
億5

,0
0
0

万
円
ほ
ど

不
要
額
が
増
え
て
い
ま
す
。
厳
し
い
予
算
編
制
方

針
の
も
と
で
査
定
さ
れ
た
予
算
で
す
が
、
そ
の
執

行
に
つ
い
て
は
各
部
局
と
も
自
助
努
力
で
余
剰
を

�

○
入
間
東
部
地
区
衛
生
組
合
議
会
　

入
間
東
部
広
域
斎
場
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
　�

＊
火
葬
場
・
斎
場
の
使
用
料
が
決
定
し
ま
し
た
。

来
年
春
の
開
業
を
目
ざ
し
て
、
富
士
見
市
下
南
畑

に
建
設
中
の
火
葬
場
・
斎
場
の
設
置
条
例
を
可
決

し
ま
し
た
。
注
目
の
使
用
料
は
組
合
市
町
の
住
民

は
火
葬1

0
,0
0
0

円 
(

１
体
12
歳
以
上) 

5
,0
0
0

円

（
１
体
12
歳
以
下
）
組
合
市
町
以
外
は8

0
,0
0
0

円
・

4
0
,0
0
0

円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
施
設
の
管
理

運
営
は
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
っ
て
、
今
後
公
募

で
決
定
し
ま
す
。

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

平
成
19
年
・
９
月
定
例
議
会
報
告

区 分

１８年度 0.740 88.7 （%）

92.6 （%）

13.2 （%）

15.7 （%）

14.3 （%）

15.4 （%）

3.9

0.720

0.020

１７年度

差 引

財政力指数 経常収支比率 公債費比率 公債費負担比率

△ 2.5△ 1.1△

①財政力指数は、地方公共団体の財政上の能力を示す数値で、この数

値は１に近いほど財政力が強いとみることができる。当年度の数値は、

0.740で、前年度より0.020ポイント上回っている。

②経常収支比率は、財政構造の弾力性を示す指標で人件費、扶助費、

公債費など経常的にかかる経費に、税などの経常的に収入される一般

財源がどれだけ充当されたかを示す比率である。この比率が高いほど

財政の硬直化が進んでいるといわれ、一般的には、７０～８０％が妥

当であるとされている。当年度の数値は、88.7％で、前年度に比べ�

3.9％下回っている。

③公債費比率は、地方債の元利償還額の状況を示す指標で、経常一般

財源の占める公債費の一般財源所用額の比率である。この比率が高い

ほど財政硬直化の一因となるものとされており、15％を超えないこと

が望ましいものとされている。当年度の数値は、13.2％で、前年度の

比べ2.5ポイント下回っている。

④公債費負担比率は、一般財源等の使途が公債費により、どの程度制

約されているかを示す指標であり、この比率が高いほど財政運営の硬

直性の高まりを示すものである。�

一般的には、財政運営上の15％が警戒ライン、20％が危険ラインとさ

れている。当年度の数値は、14.3％で、前年度に比べ1.1ポイントを�

下回っている。

生
み
出
し
た
も
の
や
事
業

の
先
延
ば
し
な
ど
で
や
り

繰
り
を
行
っ
て
き
た
も
の

と
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、

不
要
額
を
多
額
に
残
し
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
補
正

予
算
の
編
制
に
よ
っ
て
喫

緊
の
問
題
へ
充
て
る
な
ど

の
柔
軟
性
が
あ
っ
て
も
良

い
と
考
え
ま
す
。
今
後
の

課
題
と
し
て
行
財
政
改
革

に
よ
る
歳
出
の
見
直
し
は

勿
論
で
す
が
、
財
源
確
保

策
に
は
一
層
の
努
力
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
い
に
ゅ
う
さ
い
し
ゅ
つ
け
っ
さ
ん

し
ょ
う
ぎ
ょ
う
し
せ
つ

や
ま
む
ろ

ち
ん
じ
ょ
う

ご
う  

い
し
ん  

さ

く
り
こ
し

さ
い
に
ゅ
う
そ
う
が
く

さ
い
し
ゅ
つ
そ
う
が
く

さ
し
ひ
き
が
く

に
ん
て
い

ざ
い

じ
し
ゅ  

ざ
い
げ
ん

ざ
い
げ
ん

ぞ
う

し 

さ
い

が
く

げ
ん
が
く

い  

ぞ
ん

こ
っ
こ  

し
し
ゅ
つ
き
ん

げ
ん

ち   

ほ
う 

こ
う
ふ
ぜ
い

じ
っ
し
つ
し
ゅ
う
し
が
く

じ
ょ
う
ほ
う
こ
う
か
い

ぎ
ょ
う
ざ
い
せ
い
か
い
か
く

み
ち
な
か

か   

そ
う  

ば

せ
っ
ち
じ
ょ
う
れ
い

こ
う 

ぼ

さ
い
じ
ょ
う

し
　
て
い 

か
ん  

り     

し
ゃ
せ
い
ど

ぜ
い
じ
ゃ
く

ふ

の
ぞさ  

て
い

ほ  

せ
い

き
っ

き
ん

じ
ゅ
う
な
ん
せ
い

ざ
い
げ
ん  

か
く
ほ

さ
く

じ
じ
ょ   

ど
り
ょ
く

よ
じ
ょ
う

ふ    

よ
う  

が
く

よ  

さ
ん  

し
っ
こ
う
り
つ

よ
さ
ん 

へ
ん
せ
い  

ほ
う
し
ん

わ
く
は
い
ぶ
ん
せ
い

ざ
い
む    

た
い
し
つ

か
つ

せ    

ち    

く

　
９
月
定
例
議
会
は
平
成
18
年
度
富
士
見
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
や
特
別
会
計
な
ど
の
決
算
が

中
心
の
議
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
山
室
・
勝

瀬
地
区
商
業
施
設
（
ら
ら
ぽ
ー
と
富
士
見
）
に
か

か
わ
る
陳
情
で
「
市
役
所
前
巨
大
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
の
開
発
は
、
市
民
へ
の
情
報
公
開
と
市

民
合
意
な
し
に
、
許
可
し
な
い
よ
う
求
め
る
陳
情
」

の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
議
第
61
号
　
平
成
18
年
度
富
士
見
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て�

＊
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は2

5
0

億8
,7
8
4

万

7
,7
5
6

円
で
、
歳
出
総
額
は2

3
9

億1
,1
3
0

万

2
,3
6
9

円
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
歳
出
差
引
額
は

11
億7

,6
5
4

万5
,3
8
7

円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰
越

す
べ
き
財
源
を
引
い
た
実
質
収
支
額
は
10
億

6
,7
8
1

万5
,3
8
7

円
で
、
賛
成
多
数
で
認
定
。

歳
入
は
自
主
財
源
で
は
市
税
及
び
財
産
収
入
が
増

額
の
反
面
、
使
用
料
・
手
数
料
は
減
額
。
依
存
財

源
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
前
年
に
比
べ
て
６
億
１

千
万
円
程
の
減
額
、
国
庫
支
出
金
、
市
債
の
減
額

が
歳
入
額
を
下
げ
て
い
る
要
因
で
す
。

　
（
下
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
）�

　
ど
の
指
数
も
前
年
よ
り
改
善
し
て
い
る
こ
と
を

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

さ
い
に
ゅ
う
さ
い
し
ゅ
つ
け
っ
さ
ん

し
ょ
う
ぎ
ょ
う
し
せ
つ

や
ま
む
ろ

ち
ん
じ
ょ
う

ご
う  

い

し
ん  

さ

く
り
こ
し

さ
い
に
ゅ
う
そ
う
が
く

さ
い
し
ゅ
つ
そ
う
が
く

さ
し
ひ
き
が
く

に
ん
て
い

ざ
い

じ
し
ゅ  

ざ
い
げ
ん

ざ
い
げ
ん

ぞ
う

し 

さ
い

が
く

げ
ん
が
く

い  

ぞ
ん

こ
っ
こ  

し
し
ゅ
つ
き
ん

げ
ん

ち   

ほ
う 

こ
う
ふ
ぜ
い

じ
っ
し
つ
し
ゅ
う
し
が
く

じ
ょ
う
ほ
う
こ
う
か
い

か
つ

せ    

ち    

く

　
前
回
ま
で
、
わ
が
市
の
強
み
と
弱
み
を
整
理
し

て
き
ま
し
た
。
今
回
か
ら
は
、
社
会
情
勢
な
ど
を

踏
ま
え
な
が
ら
強
み
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
、
弱

み
を
ど
の
よ
う
に
克
服
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
富
士

見
市
を
創
っ
て
い
く
の
か
、
私
た
ち
に
直
接
か
か

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
提
案
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
「
市
の
財
政
」
で
す
。
わ
が
市
の
収
入

は
大
部
分
を
住
民
税
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
言
い
換

え
れ
ば
市
民
あ
っ
て
こ
そ
の
富
士
見
市
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
こ
れ
を
強
み
に
す
る
た
め
に
は
、
わ

が
市
を
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
は
な
く
、
職
場

も
買
い
物
も
す
べ
て
市
内
で
確
保
で
き
る
職
住
接

近
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
れ
に
は
、
駅
前
商
店
街
の
活
性
化
や
企

業
の
誘
致
、
地
産
地
消
等
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い

く
べ
き
で
す
。

　
次
に
「
医
療
・
介
護
」
で
す
が
、
わ
が
市
の
高

齢
化
率
（
高
齢
者
人
口
が
総
人
口
に
占
め
る
割
合
）

は
平
成
17
年
で
15
％
（
全
国
平
均
20
％
）
と
低
い

の
で
す
が
、
今
後
は
予
測
が
つ
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
高
齢
者
が
増
え
る
こ
と
は
日
本
全
体
の
傾
向

で
あ
り
、
悲
観
す
る
の
で
は
な
く
、
介
護
予
防
の

推
進
で
活
力
あ
る
高
齢
者
像
を
作
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
旧
二
市
二
町
に
は
小
児
科

病
院
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
医
療
機

関
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
と
同
時
に
、
子
育
て
支

援
・
母
親
教
育
の
充
実
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

　
以
上
、
地
産
地
消
、
介
護
予
防
、
子
育
て
支
援

の
す
べ
て
に
か
か
わ
る
の
が
「
食
育
」
で
す
。
食

育
の
推
進
に
よ
り
、
地
域
の
農
業
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
こ
と
は
、
市
民
が
富
士
見
市
を
愛
し
、

市
に
活
力
を
生
む
こ
と
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

し
ゃ
か
い
じ
ょ
う
せ
い

こ
く
ふ
く

つ
く

た
よ

か

し
ょ
く
じ
ゅ
う
せ
っ

き
ん

み
り
ょ
く

か
っ
せ
い  

か

す
い
し
ん

い
り
ょ
う

よ     

そ
く

か
い
ご

ひ   

か
ん

し
ょ
う
に
か

か
つ
り
ょ
く

じ
ゅ
う
じ
つ

し
ょ
く
い
く

れ
ん
け
い
き
ょ
う
か

し

え
ん

こ
う
れ
い
し
ゃ  

ぞ
う

か
い
ご    

よ    

ぼ
う

け
い
こ
う

こ
う

れ
い
か   

り
つ

ゆ
う  

ち

ち
さ
ん   

ち
し
ょ
う

し
げ
ん
か
い
し
ゅ
う

な
い
し
ょ

い
つ
も
陰
な
が
ら
星
野
議
員
さ
ん
を
応
援
し
て
い

ま
す
。

 

つ
い
先
日
も
市
役
所
で
見
か
け
ま
し
た
。

職
員
の
方
に
熱
心
に
質
問
し
て
い
て
精
力
的
に
活

動
し
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

 

ま
た
ま
た
好
感
度
ア
ッ
プ
で
す
。

 

し
か
～
し
、
せ
っ
か
く
ダ
ン
デ
ィ
ー
な
星
野
議

員
さ
ん
な
の
に

何
で
白
髪
染
め
を
し
な
い
ん
だ
ろ
う
？

友
達
が
選
挙
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
「
ご
ま
塩
光
ち
ゃ

ん
」
っ
て
言
っ
て
ま
し
た
。

 

も
う
少
し
オ
シ
ャ
レ
を
し
て
「
ダ
ン
デ
ィ
ー
光

ち
ゃ
ん
」
に
な
っ
て
下
さ
い
。

 

い
つ
で
も
応
援
し
て
い
ま
す
。 
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写真とキャプションがまだ届いて�

おりませんので、今週中の印刷は�

難しくなります・・・。

※ラスパイレス指数について詳しくは、４ページの「富士見市の財政分析」をご覧ください。

★星野様、修正お願いします。

き
ん

鶴瀬駅周辺の駅前農園でうるおいを提供
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今
回
か
ら
、
富
士
見
市
を
取
り
巻
く
外
的
要
因

（
機
会
と
脅
威
）
を
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情

報
に
分
け
て
整
理
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
何
を
「
機
会
」
と
と
ら
え
る
べ
き
か

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
「
ヒ
ト
」
の
面
で
言
え
ば
、

わ
が
国
の
高
齢
者
の
増
は
、
高
齢
者
の
社
会
参
加

を
さ
か
ん
に
し
ま
し
た
。
特
に
こ
れ
か
ら
は
「
団

塊
の
世
代
」
が
大
量
退
職
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

起
業
な
ど
、
新
し
い
形
で
社
会
参
加
を
す
る
人
が

増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。
こ
う
考
え
る
と
、
高
齢

者
の
増
は
地
域
社
会
に
新
た
な
活
力
を
生
む
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
次
に
「
モ
ノ
」
で
す
が
、
都
市
住
民
の
田
園
志

向
は
、
近
郊
の
自
然
を
求
め
て
い
ま
す
。
食
の
安

全
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
は
、
信
頼
で
き
る
土

地
で
作
ら
れ
た
安
全
で
新
鮮
な
農
作
物
を
求
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
都
心
を
中
心
に
、
駅
前
の
再
開

発
な
ど
、
新
た
な
街
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

東
京
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
至
便
な
わ
り
に
駅
前
に
は

ま
だ
ま
だ
土
地
が
あ
り
、
畑
地
も
た
く
さ
ん
残
さ

れ
て
い
る
わ
が
市
は
、
こ
れ
ら
を
機
会
と
と
ら
え

て
い
い
と
思
い
ま
す
。�

　
「
情
報
」
と
し
て
は
、
国
家
的
に
地
方
分
権
が

　
情
報
と
し
て
は
、
国
家
的
に
地
方
分
権
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
在
は
地
方
交

付
税
な
ど
、
地
方
が
切
り
離
さ
れ
て
い
く
印
象
を

受
け
ま
す
が
、
わ
た
し
た
ち
の
地
域
の
こ
と
は
わ

た
し
た
ち
で
考
え
、
実
行
し
て
い
け
る
よ
う
に
な

る
の
だ
と
、
前
向
き
に
と
ら
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
通

信
網
の
発
達
は
、
情
報
発
信
を
容
易
に
し
ま
し
た
。

知
名
度
の
低
い
わ
が
市
を
有
名
に
す
る
絶
好
の
機

会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
困
り
ま
し
た
。
カ
ネ
に
つ
い
て
の
「
機
会
」

が
あ
り
ま
せ
ん
。

進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
在
は
地

方
交
付
税
な
ど
、
地
方
が
切
り
離
さ
れ
て
い
く
印

象
を
受
け
ま
す
が
、
わ
た
し
た
ち
の
地
域
の
こ
と

は
わ
た
し
た
ち
で
考
え
、
実
行
し
て
い
け
る
よ
う

に
な
る
の
だ
と
、
前
向
き
に
と
ら
え
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と

す
る
通
信
網
の
発
達
は
、
情
報
発
信
を
容
易
に
し

ま
し
た
。
知
名
度
の
低
い
わ
が
市
を
有
名
に
す
る

絶
好
の
機
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
困
り
ま
し
た
。
「
カ
ネ
」
に
つ
い
て
の

「
機
会
」
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
富
士
見
市
を
語
る
④

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

平
成
19
年
・
12
月
定
例
議
会
報
告

苦
言

甘
言

　
い
つ
も
陰
な
が
ら
星
野
議
員
さ
ん
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

 

つ
い
先
日
も
市
役
所
で
見
か
け
ま
し
た
。

職
員
の
方
に
熱
心
に
質
問
し
て
い
て
精
力
的

に
活
動
し
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
ま
た
好
感
度
ア
ッ
プ
で
す
。

� 

し
か
～
し
、
せ
っ
か
く
ダ
ン
デ
ィ
ー
な
星

野
み
つ
ひ
ろ
議
員
さ
ん
な
の
に
、
何
で
白
髪

染
め
を
し
な
い
ん
だ
ろ
う
？

　
友
達
が
選
挙
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
、�

「
ご
ま
塩
み
っ
ち
ゃ
ん
」�

っ
て
言
っ
て
ま
し
た
。�

　
み
っ
ち
ゃ
ん
は
中
身
が
良
い
の
だ
か
ら
、

外
側
を
飾
っ
て
も
う
少
し
オ
シ
ャ
レ
を
し
て�

「
ダ
ン
デ
ィ
ー
み
っ
ち
ゃ
ん
」�

に
な
っ
て
下
さ
い
。

　
い
つ
で
も
応
援
し
て
い
ま
す
。�

　
奥
様
も
少
し
手
伝
っ
て
ね
。 

　
星
野
さ
ん
は
、
私
の
小
学
校
時
代
の
大
先

輩
…�

　
私
の
子
供
達
も
同
じ
小
学
校
へ
通
う
よ
う

に
な
り
、
学
校
行
事
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
姿
を
見
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
母
校
の
事

を
は
じ
め
、
地
域
・
学
校
・
子
供
達
の
事
を

何
よ
り
大
切
に
考
え
て
下
さ
っ
て
い
る
の
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　
私
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
き
っ
か
け
に
、
何
度

か
資
源
回
収
で
汗
を
流
し
な
が
ら
空
き
缶
や

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
運
ん
で
い
る
姿
な
ど
を
見
て
、

元
気
で
明
る
い
方
と
い
う
印
象
で
し
た
。
そ

し
て
実
際
に
お
話
し
て
み
る
と
本
当
に
ざ
っ

く
ば
ら
ん
で
気
さ
く
な
思
っ
た
通
り
の
方
で

し
た
。

　
内
緒
で
す
が
…
、
星
野
さ
ん
は
お
話
も
上

手
で
す
が
、
歌
声
も
ま
た
素
晴
し
い
で
す
よ
。

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
の
た
め
に
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

・

み
つ
ひ
ろ
に

＝ 

く
げ
ん
・
か
ん
げ
ん 

＝

「
ご
ま
塩
み
っ
ち
ゃ
ん
」
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【刑法犯認知件数】（人口１千人当たり）

東入間医師会休日急患診療所
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市町村別ラスパイレス指数上位１０団体
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富
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見
市
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光
市

朝
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市

新
座
市

志
木
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川
越
市
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関
沢
の
Ｔ
Ｍ
よ
り
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月曜～土曜　   20：00～22：00（小児科）

住所/TEL

　
９
月
定
例
議
会
は
平
成
18
年
度
富
士
見
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
や
特
別
会
計
な
ど
の
決
算
が

中
心
の
議
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
山
室
・
勝

瀬
地
区
商
業
施
設
に
か
か
わ
る
陳
情
で
「
市
役
所

前
巨
大
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
開
発
は
、
市

民
へ
の
情
報
公
開
と
市
民
合
意
な
し
に
、
許
可
し

な
い
よ
う
求
め
る
陳
情
」
の
審
査
が
行
わ
れ
、
賛

成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
（
審
査
の
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。
）�

○
議
第
61
号
　
平
成
18
年
度
富
士
見
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て�

＊
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は2

5
0

億8
,7
8
4

万

7
,7
5
6

円
で
、
歳
出
総
額
は2

3
9

億1
,1
3
0

万

2
,3
6
9

円
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
歳
出
差
引
額
は

11
億7

,6
5
4

万5
,3
8
7

円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰
越

す
べ
き
財
源
を
引
い
た
実
質
収
支
額
は
10
億

6
,7
8
1

万5
,3
8
7

円
で
、
賛
成
多
数
で
認
定
。

歳
入
は
自
主
財
源
で
は
市
税
及
び
財
産
収
入
が
増

額
の
反
面
、
使
用
料
・
手
数
料
は
減
額
。
依
存
財

源
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
前
年
に
比
べ
て
６
億
１

千
万
円
程
の
減
額
、
国
庫
支
出
金
、
市
債
の
減
額

が
歳
入
額
を
下
げ
て
い
る
要
因
で
す
。

　
（
下
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
）�

　
ど
の
指
数
も
前
年
よ
り
改
善
し
て
い
る
こ
と
を

 

12
月
定
例
議
会
に
は
平
成
19
年
度
富
士
見
市
一

般
会
計
補
正
予
算
や
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
な
ど
17
件
を
審
議
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
富
士
見
市
山
室
・
勝
瀬
地
区
商
業
施
設
（
ら

ら
ぽ
ー
と
富
士
見
）
実
現
を
求
め
る
請
願
が

1
2
,
0
0
0
名
の
署
名
と
共
に
提
出
さ
れ
、
賛

成
多
数
で
採
択
し
ま
し
た
。�

�
○
議
第
77
号
　
平
成
19
年
度
富
士
見
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

＊
予
算
歳
入
に
１
億
5
,
1
3
4
万
3
,
0
0
0

円
を
追
加
、
総
額
で
2
4
6
億
2
,
6
7
2
万

6
,
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
、

当
市
に
対
し
て
１
億
円
寄
付
の
申
出
が
あ
り
、
寄

付
者
の
意
志
に
沿
っ
て
、
「
富
士
見
市
緑
地
保
全
基

金
」
へ
積
み
立
て
る
事
と
し
ま
し
た
。
貴
重
な
志

を
当
市
の
緑
化
推
進
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

次
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
貸
し
付
け
る
た
め

に
2
,
0
0
0
万
円
の
費
用
が
あ
り
ま
す
。
社
会

福
祉
協
議
会
の
運
転
資
金
に
不
足
が
生
じ
た
と
い

う
理
由
で
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
管
理
の

見
直
し
、
事
業
内
容
の
精
査
を
行
い
、
撤
退
す
べ

き
事
業
な
ど
を
議
論
す
べ
き
で
、
改
革
の
必
要
性

が
あ
り
で
す
。

 

最
後
に
、
び
ん
沼
自
然
公
園
の
ト
イ
レ
の
改
築

工
事
に
3
3
7
万
円
を
手
当
し
ま
す
。
昨
年
10
月

に
公
園
内
ト
イ
レ
放
火
事
件
が
発
生
し
た
た
め
で

す
。�

○
議
第
71
号
　
富
士
見
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

＊
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
伴
う
条
例
の
改
正

で
す
。
若
年
層
の
給
料
表
の
改
訂
、
扶
養
手
当
、

期
末
勤
勉
手
当
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

 

人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与
改
定
は
、
職
員
の
士

気
や
人
材
の
確
保
な
ど
、
行
政
運
営
の
安
定
に
寄

与
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
当
市
の
職
員
定
数
は

計
画
を
上
回
る
早
さ
で
、
純
減
目
標
を
達
成
し
て

い
ま
す
が
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
（
※
）
は
依
然
近

隣
市
町
と
比
較
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
努
力
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
市
民
全

体
の
奉
仕
者
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
自
覚
し
、

○
議
第
80
・
81
・
82
・
83
号
　
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
針
谷
コ
ミ
セ
ン
・
市

民
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

自
転
車
駐
車
場
）�

＊
今
回
新
た
に
「
針
谷
コ
ミ
セ
ン
」
、
「
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
」
に
初
め
て
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
ま
し
た
。

　
選
定
に
あ
た
っ
て
は
一
般
公
募
を
原
則
と
し
て

お
り
、
参
入
機
会
を
広
く
開
放
し
競
争
性
を
高
め

る
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
制
度

の
導
入
に
よ
っ
て
行
政
の
監
視
が
遠
く
な
り
、
安

全
面
で
の
管
理
が
疎
か
に
な
る
の
で
は
と
危
惧
さ

れ
て
い
ま
す
。
近
隣
市
の
プ
ー
ル
事
故
を
教
訓
に
、

施
設
機
能
や
利
用
者
の
特
性
を
反
映
し
た
安
全
・

安
心
確
保
に
係
わ
る
基
準
を
設
け
、
評
価
制
度
を

確
立
さ
せ
る
べ
き
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経

費
削
減
だ
け
で
な
く
、
安
全
性
の
確
保
に
向
け
た

態
勢
の
点
検
や
、
現
地
立
入
り
調
査
、
利
用
者
の

満
足
度
調
査
等
を
含
め
て
、
数
次
に
わ
た
る
評
価

を
行
い
、
外
部
委
員
を
入
れ
た
審
査
会
の
設
置
や

そ
の
結
果
を
報
告
、
公
表
す
る
と
い
っ
た
、
チ
ェ
ッ

ク
体
制
の
確
立
、
評
価
制
度
導
入
を
図
る
よ
う
強

く
要
望
し
ま
し
た
。

使
命
感
を
持
っ
て
、
職
務
に
精
励
す
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

 

12
月
定
例
議
会
に
は
平
成
19
年
度
富
士
見
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
、
公
の
施
設
四
箇

所
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
な
ど
17
件
審

議
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
富
士
見
市
山
室
・
勝
瀬

地
区
商
業
施
設
（
ら
ら
ぽ
ー
と
富
士
見
）
実
現
を

求
め
る
請
願
が
1
万
2
,
0
0
0
名
の
署
名
と
共

に
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
採
択
し
ま
し
た
。

○
議
第
77
号
　
平
成
19
年
度
富
士
見
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

＊

予

算

歳

入

に

１

億

5

,

1

3

4

3

万

3
,
0
0
0
円
を
追
加
、
総
額
で
2
4
6
億

2
,
6
7
2
万
6
,
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
内
容
の
一
つ
と
し
て
、
当
市
に
対
し
て
１
億

円
寄
付
の
申
出
が
あ
り
、
寄
付
者
の
意
志
に
沿
っ

て
、
「
富
士
見
市
緑
地
保
全
基
金
」
へ
積
み
立
て

る
事
と
し
ま
し
た
。
貴
重
な
志
を
当
市
の
緑
化
推

進
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
貸
し
付
け
る
た
め
に

2
,
0
0
0
万
円
の
費
用
が
あ
り
ま
す
。
社
会
福

祉
協
議
会
の
運
転
資
金
に
不
足
が
生
じ
た
と
い
う

理
由
で
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
管
理
の
見

直
し
、
事
業
内
容
の
精
査
を
行
い
、
撤
退
す
べ
き

事
業
な
ど
を
議
論
す
べ
き
で
、
改
革
の
必
要
性
が

あ
り
で
す

 

最
後
に
、
び
ん
沼
自
然
公
園
の
ト
イ
レ
の
改
築

工
事
に
3
3
7
万
円
の
費
用
を
手
当
し
ま
す
。
昨

年
10
月
に
公
園
内
ト
イ
レ
放
火
、
全
焼
し
た
た
め

で
す
。
以
上
、
賛
成
多
数
で
可
決
と
し
ま
し
た
。

○
議
第
71
号
　
富
士
見
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

＊
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
伴
い
、
給
与
に
関

す
る
条
例
の
改
正
で
す
。
若
年
層
の
給
料
表
の
改

訂

、

扶

養

手

当

を

6

,

0

0

0

円

か

ら

6
,
5
0
0
円
に
、
期
末
勤
勉
手
を
4
.
4
5
ヶ

月
か
ら
4
.
5
ヶ
月
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与
改
定
は
、
職
員
の
士

気
や
、
人
材
の
確
保
な
ど
、
行
政
運
営
の
安
定
に

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
当
市
の
職
員
定
数

は
計
画
を
上
回
る
早
さ
で
、
純
減
目
標
を
達
成
し

て
い
ま
す
が
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
依
然
近
隣

市
町
と
比
較
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
努
力
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
市
民
全

体
の
奉
仕
者
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
自
覚
し
、
使

命
感
を
持
っ
て
、
職
務
に
精
励
す
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

○
議
第
80
・
81
・
82
・
83
号
　
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
針
谷
コ
ミ
セ
ン
・
市

民
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

自
転
車
駐
車
場
）

＊
今
回
新
た
に
「
針
谷
コ
ミ
セ
ン
」
、
「
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
」
に
初
め
て
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
ま
し
た
。
「
市
民
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
」
、

「
自
転
車
駐
車
場
」
は
期
間
満
了
に
伴
い
再
指
定

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
平
成
18
年
に
民
間
活
力
導
入
行
動
計
画
を
策
定

し
て
お
り
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
新

し
い
公
共
の
担
い
手
と
し
て
、
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
に
指
定
を
受
け
る
こ
と
を
可
能
に
し

た
制
度
で
す
。
選
定
に
あ
た
っ
て
は
一
般
公
募
を

原
則
と
し
て
お
り
、
参
入
機
会
を
広
く
開
放
し
競

争
性
を
高
め
る
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
今
後
は
、
近
隣
市
の
プ
ー
ル
事
故
を
教
訓
に
、

制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
行
政
の
監
視
が
遠
く
な
り
、

安
全
面
で
の
配
慮
が
民
間
企
業
で
は
疎
か
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
も
あ
り
ま
す
。
市
は
施
設

ご
と
に
施
設
機
能
や
利
用
者
の
特
性
を
反
映
し
た

安
全
・
安
心
確
保
に
係
わ
る
基
準
を
設
け
評
価
制

度
を
確
立
さ
せ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
経
費
削
減
だ
け
で
な
く
、
安
全
性
の

確
保
に
向
け
た
態
勢
の
点
検
や
、
現
地
立
入
り
調

査
、
利
用
者
の
満
足
度
調
査
等
を
含
め
て
、
数
次

に
わ
た
る
評
価
を
行
い
、
外
部
委
員
を
入
れ
た
審

査
会
を
設
置
し
、
そ
の
結
果
を
報
告
、
公
表
す
る

と
い
っ
た
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
及
び
評
価
内
容
の
充

実
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
致
し
ま
し
た
。

　
12
月
定
例
議
会
に
は
平
成
19
年
度
富
士
見
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
、
公
の
施
設
四
箇

所
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、
富
士
見
市

一
般
職
の
職
員
の
給
与
を
改
正
す
る
議
案
な
ど
17

件
審
議
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
富
士
見
市
山
室
・

勝
瀬
地
区
商
業
施
設
（
ら
ら
ぽ
ー
と
富
士
見
）
実

現
を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
採

択
し
ま
し
た
。

○
議
第
77
号
　
平
成
19
年
度
富
士
見
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

＊
予
算
歳
入
に
１
億5

,1
3
4
3

万3
,0
0
0

円
を
追
加
、

総
額
で2

4
6

億2
,6
7
2

万6
,0
0
0

円
と
す
る
も
の
で

す
。
賛
成
多
数
で
可
決
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
の
一
つ
と
し
て
、
当
市
に
対
し
て
１

億
円
寄
付
の
申
し
出
が
あ
り
、
寄
付
者
の
意
志
に

沿
っ
て
、
こ
れ
を
「
富
士
見
市
緑
地
保
全
基
金
」

へ
積
み
立
て
る
事
と
し
ま
し
た
。
貴
重
な
志
を
当

市
の
緑
化
推
進
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
貸
し
付
け
る
た
め

に2
,0
0
0

万
円
の
費
用
が
あ
り
ま
す
。
社
会
福
祉

協
議
会
の
運
転
資
金
に
不
足
が
生
じ
た
と
い
う
理

由
で
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
管
理
の
見
直

し
、
事
業
内
容
の
精
査
を
行
い
、
撤
退
す
べ
き
事

業
な
ど
を
議
論
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
改
革
の

必
要
性
あ
り
で
す
。

最
後
に
、
び
ん
沼
自
然
公
園
の
ト
イ
レ
の
改
築
工

事
に3

3
7

万
円
の
費
用
を
手
当
し
ま
す
。
昨
年
10

月
に
公
園
内
ト
イ
レ
放
火
、
全
焼
し
た
た
め
で
す
。

○
議
第
71
号
　
富
士
見
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

＊
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
伴
い
、
給
与
に
関

す
る
条
例
の
改
正
で
す
。
若
年
層
の
給
料
表
の
改

訂
、
扶
養
手
当
を6

,0
0
0

円
か
ら6

,5
0
0

円
に
、
期

末
勤
勉
手
を4

.4
5

ヶ
月
か
ら4

.5

ヶ
月
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。

　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与
改
定
は
、
こ
れ
か
ら

の
職
員
の
士
気
や
、
人
材
の
確
保
な
ど
、
行
政
運

営
の
安
定
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

当
市
の
職
員
定
数
は
計
画
を
上
回
る
早
さ
で
、
純

減
目
標
を
達
成
し
て
い
ま
す
が
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
は
依
然
近
隣
市
町
と
比
較
し
て
高
い
水
準
に

あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
是
正
へ
の
努
力
が
必

要
で
す
。
そ
し
て
、
市
民
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
自
覚
し
、
使
命
感
を
持
っ
て
自
ら

の
職
務
に
精
励
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。�

○
議
第
80
・
81
・
82
・
83
号
　
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
針
谷
コ
ミ
セ
ン
・
市

民
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

自
転
車
駐
車
場
）

＊
今
回
新
た
に
「
針
谷
コ
ミ
セ
ン
」
、
「
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
」
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま

し
た
。
「
市
民
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
」
、
「
自
転

車
駐
車
場
」
は
期
間
満
了
に
伴
う
再
指
定
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

　
富
士
見
市
は
平
成
18
年
に
民
間
活
力
導
入
行
動

計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い
た

指
定
で
、
新
し
い
公
共
の
担
い
手
と
し
て
、
民
間

企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
に
指
定
を
受
け
る
こ
と

を
可
能
に
し
た
制
度
で
す
。
選
定
に
あ
た
っ
て
は

一
般
公
募
を
原
則
と
し
て
お
り
、
参
入
機
会
を
広

く
開
放
し
競
争
性
を
高
め
る
努
力
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
今
後
は
、
近
隣
市
の
プ
ー
ル
事

故
を
教
訓
に
、
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
行
政
の
監

視
が
遠
く
な
り
、
安
全
面
で
の
配
慮
が
民
間
企
業

で
は
疎
か
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
も
あ
り
、

市
は
施
設
ご
と
に
施
設
機
能
や
利
用
者
の
特
性
を

反
映
し
た
安
全
・
安
心
確
保
に
係
わ
る
基
準
を
設

け
、
評
価
制
度
を
確
立
さ
せ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
削
減
だ
け
で
な
く
、

安
全
性
の
確
保
に
向
け
た
態
勢
の
点
検
や
、
現
地

立
ち
入
り
調
査
、
利
用
者
の
満
足
度
調
査
等
を
含

め
て
、
数
次
に
わ
た
る
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、

外
部
委
員
を
入
れ
た
審
査
会
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
報
告
、
公
表
す
る
と
い
っ
た
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制

お
よ
び
評
価
内
容
の
充
実
を
図
る
よ
う
要
望
致
し

ま
し
た
。

示
し
て
い
ま
す
が
、
行
財
政
改
革
の
道
半
ば
で
あ

り
、
本
質
的
な
解
決
で
は
な
い
の
で
、
財
務
体
質

は
脆
弱
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
の
数
年
間

の
予
算
編
成
方
針
と
し
て
枠
配
分
制
・
前
年
比
10

％
カ
ッ
ト
で
臨
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
各

事
業
費
は
毎
年
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

予
算
執
行
率
で9

4
.1

％
、
不
要
額
は
12
億4

,4
0
2

万
円
で
昨
年
と
比
較
し
て
５
億5

,0
0
0

万
円
ほ
ど

不
要
額
が
増
え
て
い
ま
す
。
厳
し
い
予
算
編
制
方

針
の
も
と
で
査
定
さ
れ
た
予
算
で
す
が
、
そ
の
執

行
に
つ
い
て
は
各
部
局
と
も
自
助
努
力
で
余
剰
を

�

○
入
間
東
部
地
区
衛
生
組
合
議
会
　

入
間
東
部
広
域
斎
場
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
　�

＊
火
葬
場
・
斎
場
の
使
用
料
が
決
定
し
ま
し
た
。

来
年
春
の
開
業
を
目
ざ
し
て
、
富
士
見
市
下
南
畑

に
建
設
中
の
火
葬
場
・
斎
場
の
設
置
条
例
を
可
決

し
ま
し
た
。
注
目
の
使
用
料
は
組
合
市
町
の
住
民

は
火
葬1

0
,0
0
0

円 
(

１
体
12
歳
以
上) 

5
,0
0
0

円

（
１
体
12
歳
以
下
）
組
合
市
町
以
外
は8

0
,0
0
0

円
・

4
0
,0
0
0

円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
施
設
の
管
理

運
営
は
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
っ
て
、
今
後
公
募

で
決
定
し
ま
す
。

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

平
成
19
年
・
９
月
定
例
議
会
報
告

区 分

１８年度 0.740 88.7 （%）

92.6 （%）

13.2 （%）

15.7 （%）

14.3 （%）

15.4 （%）

3.9

0.720

0.020

１７年度

差 引

財政力指数 経常収支比率 公債費比率 公債費負担比率

△ 2.5△ 1.1△

①財政力指数は、地方公共団体の財政上の能力を示す数値で、この数

値は１に近いほど財政力が強いとみることができる。当年度の数値は、

0.740で、前年度より0.020ポイント上回っている。

②経常収支比率は、財政構造の弾力性を示す指標で人件費、扶助費、

公債費など経常的にかかる経費に、税などの経常的に収入される一般

財源がどれだけ充当されたかを示す比率である。この比率が高いほど

財政の硬直化が進んでいるといわれ、一般的には、７０～８０％が妥

当であるとされている。当年度の数値は、88.7％で、前年度に比べ�

3.9％下回っている。

③公債費比率は、地方債の元利償還額の状況を示す指標で、経常一般

財源の占める公債費の一般財源所用額の比率である。この比率が高い

ほど財政硬直化の一因となるものとされており、15％を超えないこと

が望ましいものとされている。当年度の数値は、13.2％で、前年度の

比べ2.5ポイント下回っている。

④公債費負担比率は、一般財源等の使途が公債費により、どの程度制

約されているかを示す指標であり、この比率が高いほど財政運営の硬

直性の高まりを示すものである。�

一般的には、財政運営上の15％が警戒ライン、20％が危険ラインとさ

れている。当年度の数値は、14.3％で、前年度に比べ1.1ポイントを�

下回っている。

生
み
出
し
た
も
の
や
事
業

の
先
延
ば
し
な
ど
で
や
り

繰
り
を
行
っ
て
き
た
も
の

と
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、

不
要
額
を
多
額
に
残
し
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
補
正

予
算
の
編
制
に
よ
っ
て
喫

緊
の
問
題
へ
充
て
る
な
ど

の
柔
軟
性
が
あ
っ
て
も
良

い
と
考
え
ま
す
。
今
後
の

課
題
と
し
て
行
財
政
改
革

に
よ
る
歳
出
の
見
直
し
は

勿
論
で
す
が
、
財
源
確
保

策
に
は
一
層
の
努
力
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
い
に
ゅ
う
さ
い
し
ゅ
つ
け
っ
さ
ん

し
ょ
う
ぎ
ょ
う
し
せ
つ

や
ま
む
ろ

ち
ん
じ
ょ
う

ご
う  

い
し
ん  

さ

く
り
こ
し

さ
い
に
ゅ
う
そ
う
が
く

さ
い
し
ゅ
つ
そ
う
が
く

さ
し
ひ
き
が
く

に
ん
て
い

ざ
い

じ
し
ゅ  

ざ
い
げ
ん

ざ
い
げ
ん

ぞ
う

し 

さ
い

が
く

げ
ん
が
く

い  

ぞ
ん

こ
っ
こ  

し
し
ゅ
つ
き
ん

げ
ん

ち   

ほ
う 

こ
う
ふ
ぜ
い

じ
っ
し
つ
し
ゅ
う
し
が
く

じ
ょ
う
ほ
う
こ
う
か
い

ぎ
ょ
う
ざ
い
せ
い
か
い
か
く

み
ち
な
か

か   

そ
う  

ば

せ
っ
ち
じ
ょ
う
れ
い

こ
う 

ぼ

さ
い
じ
ょ
う

し
　
て
い 

か
ん  

り     

し
ゃ
せ
い
ど

ぜ
い
じ
ゃ
く

ふ

の
ぞさ  

て
い

ほ  

せ
い

き
っ

き
ん

じ
ゅ
う
な
ん
せ
い

ざ
い
げ
ん  

か
く
ほ

さ
く

じ
じ
ょ   

ど
り
ょ
く

よ
じ
ょ
う

ふ    

よ
う  

が
く

よ  

さ
ん  

し
っ
こ
う
り
つ

よ
さ
ん 

へ
ん
せ
い  

ほ
う
し
ん

わ
く
は
い
ぶ
ん
せ
い

ざ
い
む    

た
い
し
つ

か
つ

せ    

ち    

く

　
９
月
定
例
議
会
は
平
成
18
年
度
富
士
見
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
や
特
別
会
計
な
ど
の
決
算
が

中
心
の
議
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
山
室
・
勝

瀬
地
区
商
業
施
設
（
ら
ら
ぽ
ー
と
富
士
見
）
に
か

か
わ
る
陳
情
で
「
市
役
所
前
巨
大
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
の
開
発
は
、
市
民
へ
の
情
報
公
開
と
市

民
合
意
な
し
に
、
許
可
し
な
い
よ
う
求
め
る
陳
情
」

の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
議
第
61
号
　
平
成
18
年
度
富
士
見
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て�

＊
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は2

5
0

億8
,7
8
4

万

7
,7
5
6

円
で
、
歳
出
総
額
は2

3
9

億1
,1
3
0

万

2
,3
6
9

円
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
歳
出
差
引
額
は

11
億7

,6
5
4

万5
,3
8
7

円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰
越

す
べ
き
財
源
を
引
い
た
実
質
収
支
額
は
10
億

6
,7
8
1

万5
,3
8
7

円
で
、
賛
成
多
数
で
認
定
。

歳
入
は
自
主
財
源
で
は
市
税
及
び
財
産
収
入
が
増

額
の
反
面
、
使
用
料
・
手
数
料
は
減
額
。
依
存
財

源
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
前
年
に
比
べ
て
６
億
１

千
万
円
程
の
減
額
、
国
庫
支
出
金
、
市
債
の
減
額

が
歳
入
額
を
下
げ
て
い
る
要
因
で
す
。

　
（
下
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
）�

　
ど
の
指
数
も
前
年
よ
り
改
善
し
て
い
る
こ
と
を

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

さ
い
に
ゅ
う
さ
い
し
ゅ
つ
け
っ
さ
ん

し
ょ
う
ぎ
ょ
う
し
せ
つ

や
ま
む
ろ

ち
ん
じ
ょ
う

ご
う  

い

し
ん  

さ

く
り
こ
し

さ
い
に
ゅ
う
そ
う
が
く

さ
い
し
ゅ
つ
そ
う
が
く

さ
し
ひ
き
が
く

に
ん
て
い

ざ
い

じ
し
ゅ  

ざ
い
げ
ん

ざ
い
げ
ん

ぞ
う

し 

さ
い

が
く

げ
ん
が
く

い  

ぞ
ん

こ
っ
こ  

し
し
ゅ
つ
き
ん

げ
ん

ち   

ほ
う 

こ
う
ふ
ぜ
い

じ
っ
し
つ
し
ゅ
う
し
が
く

じ
ょ
う
ほ
う
こ
う
か
い

か
つ

せ    

ち    

く

　
前
回
ま
で
、
わ
が
市
の
強
み
と
弱
み
を
整
理
し

て
き
ま
し
た
。
今
回
か
ら
は
、
社
会
情
勢
な
ど
を

踏
ま
え
な
が
ら
強
み
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
、
弱

み
を
ど
の
よ
う
に
克
服
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
富
士

見
市
を
創
っ
て
い
く
の
か
、
私
た
ち
に
直
接
か
か

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
提
案
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
「
市
の
財
政
」
で
す
。
わ
が
市
の
収
入

は
大
部
分
を
住
民
税
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
言
い
換

え
れ
ば
市
民
あ
っ
て
こ
そ
の
富
士
見
市
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
こ
れ
を
強
み
に
す
る
た
め
に
は
、
わ

が
市
を
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
は
な
く
、
職
場

も
買
い
物
も
す
べ
て
市
内
で
確
保
で
き
る
職
住
接

近
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
れ
に
は
、
駅
前
商
店
街
の
活
性
化
や
企

業
の
誘
致
、
地
産
地
消
等
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い

く
べ
き
で
す
。

　
次
に
「
医
療
・
介
護
」
で
す
が
、
わ
が
市
の
高

齢
化
率
（
高
齢
者
人
口
が
総
人
口
に
占
め
る
割
合
）

は
平
成
17
年
で
15
％
（
全
国
平
均
20
％
）
と
低
い

の
で
す
が
、
今
後
は
予
測
が
つ
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
高
齢
者
が
増
え
る
こ
と
は
日
本
全
体
の
傾
向

で
あ
り
、
悲
観
す
る
の
で
は
な
く
、
介
護
予
防
の

推
進
で
活
力
あ
る
高
齢
者
像
を
作
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
旧
二
市
二
町
に
は
小
児
科

病
院
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
医
療
機

関
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
と
同
時
に
、
子
育
て
支

援
・
母
親
教
育
の
充
実
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

　
以
上
、
地
産
地
消
、
介
護
予
防
、
子
育
て
支
援

の
す
べ
て
に
か
か
わ
る
の
が
「
食
育
」
で
す
。
食

育
の
推
進
に
よ
り
、
地
域
の
農
業
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
こ
と
は
、
市
民
が
富
士
見
市
を
愛
し
、

市
に
活
力
を
生
む
こ
と
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

し
ゃ
か
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ゅ
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し
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れ
ん
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い
き
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え
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こ
う
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し
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ぞ
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い
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ぼ
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け
い
こ
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こ
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れ
い
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り
つ

ゆ
う  

ち

ち
さ
ん   

ち
し
ょ
う

し
げ
ん
か
い
し
ゅ
う

な
い
し
ょ

い
つ
も
陰
な
が
ら
星
野
議
員
さ
ん
を
応
援
し
て
い

ま
す
。

 

つ
い
先
日
も
市
役
所
で
見
か
け
ま
し
た
。

職
員
の
方
に
熱
心
に
質
問
し
て
い
て
精
力
的
に
活

動
し
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

 

ま
た
ま
た
好
感
度
ア
ッ
プ
で
す
。

 

し
か
～
し
、
せ
っ
か
く
ダ
ン
デ
ィ
ー
な
星
野
議

員
さ
ん
な
の
に

何
で
白
髪
染
め
を
し
な
い
ん
だ
ろ
う
？

友
達
が
選
挙
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
「
ご
ま
塩
光
ち
ゃ

ん
」
っ
て
言
っ
て
ま
し
た
。

 

も
う
少
し
オ
シ
ャ
レ
を
し
て
「
ダ
ン
デ
ィ
ー
光

ち
ゃ
ん
」
に
な
っ
て
下
さ
い
。

 

い
つ
で
も
応
援
し
て
い
ま
す
。 
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写真とキャプションがまだ届いて�

おりませんので、今週中の印刷は�

難しくなります・・・。

※ラスパイレス指数について詳しくは、４ページの「富士見市の財政分析」をご覧ください。

★星野様、修正お願いします。

き
ん

鶴瀬駅周辺の駅前農園でうるおいを提供



　
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
任
期
は
４
年
で
三

選
禁
止
。
韓
国
大
統
領
の
任
期
は
５
年
で

再
選
不
可
。
そ
の
お
隣
、
北
の
独
裁
者
は

亡
く
な
ら
れ
る
ま
で
か
な
。
我
が
国
の
首

長
は
任
期
４
年
再
選
制
限
な
し
で
す
。�

  

細
川
護
熙
元
首
相
が
熊
本
県
知
事
時
代
に

書
か
れ
た
著
作
の
タ
イ
ト
ル
「
権
腐
十
年
」

は
、
権
力
の
座
に
十
年
居
続
け
れ
ば
必
ず

腐
る
、
と
い
う
朝
鮮
の
格
言
だ
そ
う
で
す
。

特
定
の
人
間
が
長
期
に
わ
た
っ
て
権
力
を

握
っ
て
い
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
良
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　
公
の
権
限
に
は
、
市
民
・
国
民�

か
ら
税
金
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
を�

再
配
分
す
る
と
い
う
大
き
な
役
割�

が
あ
り
ま
す
。�

　
し
か
し
決
し
て
、
政
治
を
私
す
る
よ

う
な
事
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。�

　
為
政
者
の
お
ご
り
、
ゆ
る
み
、
腐
敗

に
一
層
目
を
光
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
の
は
、
私
だ
け
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。�

　
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

年
が
明
け
て
、
こ
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
実
は

私
は
社
長
業
を2

3

年
や
っ
て
い
ま
す
。
悪
い
と
き
も
良

い
と
き
も
、
私
企
業
で
す
か
ら
自
己
責
任
で
す
。
過
去

に
は
腐
っ
て
い
た
時
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
で
は

逆
に
継
続
は
力
な
り
で
、
経
営
環
境
の
厳
し
い
中
を
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
乗
り
切
っ
て
き
た
の

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
政
治
の
世
界
は
違
い
ま
す
。
市
民
国
民
か
ら

税
金
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
を
再
配
分
す
る
。
公
の
果
た

す
役
割
と
、
そ
の
権
限
に
は
大
き
な
物
が
あ
り
ま
す
。

政
治
を
私
す
る
よ
う
な
事
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、

ご
た
ご
た
は
許
さ
れ
な
い
。
為
政
者
の
お
ご
り
、
ゆ
る

見
市
の
力
量
を
考
え
な
が
ら
、
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
の
確
か
な
道
筋
を
付
け
て
お
か

な
け
れ
ば
…
」
と
い
う
浦
野
市
長
の
方
針

だ
け
で
は
…
不
足
だ
と
考
え
ま
す
。�

 
 

私
は
『
当
市
に
足
ら
な
い
の
は
戦
略
目

標
』
だ
と
思
い
ま
す
。�

　
大
局
的
見
地
か
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
具
体

的
な
行
動
を
進
め
る
プ
ラ
ン
づ
く
り
、
す

な
わ
ち
『
本
物
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
』
で
す
。

　
明
日
の
富
士
見
市
の
た
め
に
、
大
い
に

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
議
論
を
し
た
い
も
の
で

す
。

発行人�

星野みつひろ後援会�

〒354-0021�

富士見市大字鶴馬2612-7�

TEL/ 049-254-6332�

FAX/ 049-252-4651

www.hoshino-corp.com/3hiro/

e-mail : 3hiro@hoshino-corp.com

mitsuhiro hoshino supporters news letter
No.11

をかたちに夢 !!・・・

富士見市議会議員・星野みつひろ 

www.hoshino-corp.com/3hiro

星野みつひろ�

公式ホームページ

最近、「悪玉」 「善玉」コレステロールという言葉をテレビ�

などでもよく聞きます。

本来コレステロールは体に必要なもので、主に肝臓で作�

られ、ＬＤＬコレステロールという形で体のすみずみに�

運ばれます。ところがＬＤＬコレステロールが増えすぎ�

ると、血管の壁にたまり、心筋梗塞や脳梗塞を引き起こ�

します。そのためＬＤＬコレステロールは 「悪玉」 と呼�

ばれ、反対に余分なコレステロールを回収するＨＤＬコ�

レステロールは「善玉」と呼ばれます。�

まず自分の悪玉はどのくらいなのか知りましょう。

４つの習慣�

（１）喫煙しない�

（２）飲酒はワインなら１週間にグラス１４杯まで�

（３）１日に最低こぶし５つ分程度の野菜・果物をとる�

（４）１日３０分ほどの軽い運動をする。�

これら４つの習慣がある人は、そうした習慣のない人より�

も１４年長く生きられるとの結果が英の２万人調査で判明�

しました。どれも健康に良いとされる生活習慣ですが、�

具体的な利益をはじき出した点で意義がある研究です。�

ちょっとした良い習慣の組み合わせが、長生きにつながる�

とのことで、皆さんも是非実践してみてください。

４つの習慣（１）喫煙しない（２）飲酒はワインなら�

１週間にグラス１４杯まで（３）１日に最低こぶし５つ�

分程度の野菜・果物をとる（４）１日３０分ほどの軽い�

運動をする。以上の４つの習慣がある人は、そうした�

習慣のない人よりも１４年長く生きられるとの結果が�

英の２万人調査で判明しました。どれも健康に良いと�

される生活習慣ですが、具体的な利益をはじき出した�

点で意義がある研究です。ちょっとした良い習慣の組�

み合わせが、長生きにつながるとのことで、皆さんも�

是非実践してみてください。

平成20年2月29日

編集者のつぶやき

富士見市の財政分析 やさしい会計学　第４回　「職員経費は多いか少ないか」

権
腐
十
年

つるせよさこい祭り実行委員会役員 （右） と。

消防議会視察　深谷消防本部にて

　この「夢をかたちに…！」が皆様のお手元に届く頃には、�

「師走」に入り、ひとりひとり「走り」始めておられると�

 思います。こういう時は「ゆっくり走って」・「ぐっすり�

 眠って」いただけると良いと思っております。�

 寒くなりました。風邪をひかれないように、ご自愛下さい�

 ませ。
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富士見市の財政分析 やさしい会計学　第３回　「収入が多いか少ないか」

　今回は富士見市の財政状況をご説明します。これを表

す指標には財政力指数と経常比率があります。

　財政力指数とは、地方公共団体の財政力を示す指数で、

基準財政収入額(※１)を基準財政需要額(※２)で除して得

た数値の過去３年間の平均値です。この収入額と需要額

は下に注を入れましたが非常に難解です。従って自治体

による収入と支出の規模を表す数値と読み替えてください。

計算式も要は収入÷費用ですが、この指標が１以下にな

ることは赤字を意味します。

しかもこの指標の全国平均は0.52、つまり費用の半分の

自力収入しかないのが現状です。税の分配の問題はあり

ますが、地方自治体の財政がいかに不健全かを証明して

いると思います。

当然ながらこの指数は高いほど健全であり１を超えると

地方交付税交付金が支給されません。現在これに該当す

るのが東京都と愛知県であり、本社が集中する東京と世

界のトヨタがある愛知県。

　まず下の左のグラフは、人口一人当たりの人件費・物

品費（棒グラフ）とラスパイレス指数（折れ線グラフ）です。

　ラスパイレス指数とは一般的に、各地方公共団体の平

均給与額を、職員の学歴別・経験年数別構成などが国と

同一であると仮定して算出し、その数値を国の平均給与

額を100として算出した指数です。難しい表現ですが、

要は特定の国家公務員が同一学歴・経験年数で地方公務

員として給与をどれだけもらえるか比較していると理解

してください。�

　人件費・物品費については富士見市は90,309円と全国

平均121,478円、埼玉県平均101,807円より低く抑えら

れています。一方ラスパイレス指数は全国平均97.4%、

埼玉県平均93.5%より高い100%となっています。

　下右のグラフは人口100人当たりの職員数ですが、富

士見市は5.8人と全国平均8人よりかなり少なく、埼玉県

平均6.59人も下回ってます。

　この事実から富士見市は職員の給与水準は国家公務員

と同等だが職員数を減らすことにより、人件費費用を低

く抑えているといえます。これは一見良いことのように

見えますが、一つ問題があります。バブル以降のデフレ

経済 (*注1) では緊縮財政は一定の効果を上げました。

　ところが足元では原油を始めとする消費者物価の値上

がりというスタグフレーション現象 (注2) が起きており、

われわれの家計を圧迫しています。

1月国会で大田大臣が「日本経済はもはや一流ではない」

といったのは、経済成長力の鈍化に起因しています。イ

ンプット抑制に限界が出て、アウトプット（経済効果）

をいかに出すかが今後の課題という訳です。その意味で

は今後の行政課題もアウトプットが重要ということでしょ

うか。

次回は最終回としますが、今までのまとめと今後の富士

見市財政がどうあるべきか考察を行う予定です。

法人税収入の多寡が影響してそうです。さて富士見市は

この指数が0.72と全国平均0.52よりは高いものの埼玉県

平均0.78より低い水準となっています。近隣都市からも

低い水準で三芳、所沢はこの指数が１を超えており財政

力が極めて安定していると言えます。

次に経常比率を見てみましょう。経常比率とは財政構造

の弾力性を判断するための指標で、人件費等毎年度経常

的に支出される経費（経常的経費）が地方税等毎年度経

常的な収入に占める割合を言います。

この比率が高ければ収入があっても右から左に必要経費

に消えていくことになります。富士見市はこの割合が

92.4%と高く全国平均90.2%、埼玉県平均87.1%をいずれ

も上回っています。

富士見市の財政力は全国平均よりは高いが埼玉県の中で

は低く、経常的経費の比率も高く財政構造は硬直的とい

うのが今回の結論です。次回は費用の内容について見て

みます。
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暗中模索の中はじまった編集作業でしたが、「ニュースレ�

ター」が リニューアルされて早１年が過ぎました。皆様�

にわかり易い紙面づくりに心がけてまいりましたが、いか�

がでしょうか？今年は何かと騒がしい年となりそうですが、�

惑わされることなく編集者一同頑張ってまいりますので、�

応援お願いします。ご意見・ご要望をお待ちしております。

まず下の左のグラフは、人口一人当たりの人件費・物品費（棒グラフ）とラスパイレス指数（折れ線グラフ）です。

"ラスパイレス指数とは一般的に、各地方公共団体の平均給与額を、職員の学歴別・経験年数別構成などが国と同一であると仮定して算出し、"

その数値を国の平均給与額を100として算出した指数です。難しい表現ですが、要は特定の国家公務員が同一学歴・経験年数で

地方公務員として給与をどれだけもらえるか比較していると理解してください。

人件費・物品費については富士見市は90,309円と全国平均121,478円、埼玉県平均101,807円より低く抑えられています。

一方ラスパイレス指数は全国平均97.4%、埼玉県平均93.5%より高い100%となっています。

下右のｸ゙ﾗﾌは人口100人当たりの職員数ですが、富士見市は5.8人と全国平均8人よりかなり少なく、埼玉県平均6.59人も下回ってます。

この事実から富士見市は職員の給与水準は国家公務員と同等だが職員数を減らすことにより、人件費費用を低く抑えているといえます。

これは一見良いことのように見えますが、一つ問題があります。バブル以降のデフレ経済(*注1)では緊縮財政は一定の効果を上げました。

ところが足元では原油を始めとする消費者物価の値上がりというスタグフレーション現象(注2)が起きており、われわれの家計を圧迫しています。

1月国会で大田大臣が「日本経済はもはや一流ではない」といったのは、経済成長力の鈍化に起因しています。インプット抑制に限界が出て、

アウトプット（経済効果）をいかに出すかが今後の課題という訳です。その意味では今後の行政課題もアウトプットが重要ということでしょうか。

次回は最終回としますが、今までのまとめと今後の富士見市財政がどうあるべきか考察を行う予定です。

注1）物価が継続的に下がり、貨幣価値が上がっていく状態

注2）インフレ（物価水準の上昇）と景気後退が同時に発生した場合のことをいいます。

注1）物価が継続的に下がり、貨幣価値が上がっていく状態

注2）インフレ（物価水準の上昇）と景気後退が同時に発生した場合のことをいいます。
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※１ 基準財政収入額＝標準的な市税収入見込額の７５％相当額と譲与税など税外収入の７５％相当額（一部１００％）

※２ 基準財政需要額＝合理的かつ妥当な水準で行政を運営した場合にかかる経費を一定の方法で算定した額

注1）物価が継続的に下がり、貨幣価値が上がっていく状態

注2）インフレ（物価水準の上昇）と景気後退が同時に発生した場合のことをいいます。
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人口一人当たり人件費・物品費（円）とラスパイレス指数（％） 人口100人当たり職員数（人）
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